（別紙）

「緑の分権改革」推進事業資源賦存量等調査委託業務内容

１　目的

喜茂別町に豊富に存在するクリーンで低コストな地域資源を活用して、新たな事業化を展開するなど地域の活性化を図るため、水力による発電及び氷雪による冷熱のエネルギー賦存量や利用可能量を調査するとともに、具体的な事業展開に向けた観測や経済性等の各種実証調査を行うことによりデータを収集・分析し、実現可能性の検討に資することを目的に業務を委託する。

２　委託業務内容

（１）クリーンエネルギー資源の賦存量、利用可能量等調査の企画・実施

渓流や流雪溝、用水路、水道施設など水力発電が可能な施設・適地を選定し、発電規模や電力の賦存量を調査するとともに、街灯や既存施設において適用可能な電力量を調査する。

（２）水力発電計画地点の特性を踏まえた流量資料の収集及び現地観測

　　　発電計画地点の状況に適した発電設備を検討し、流量データ収集や現地観測を実施

（３）水力発電における発電電力量の賦存量及び需要施設での利用可能量の実証調査

　　　実証的に発電設備を設置する等し、電力賦存量や施設における利用可能性を調査

（４）街灯や自治体施設等への電力供給による電気料金効果額の算定及び経済性の実証調査

　　　水力発電の実証調査を踏まえた、経済性・応用可能性の分析

（５）農産物貯蔵庫施設への雪氷冷熱利用によるデータ収集及び経済性の実証調査

　　　雪氷冷熱を利用した実証調査によるデータの収集、経済性・応用可能性の分析

３　成果品

（１）調査・分析結果報告書（Ａ４版　紙）　　　　６部（国への提出分含む）

（２）調査・分析結果報告書概要版（Ａ４版　紙）　６部

（３）電子データ　　　　　　　　　　　　　ＣＤ－ＲＯＭ等の電子媒体で上記分を各４部

４　選定基準

（１）事業者の適格性

（２）提案内容・手法の具体性・妥当性

（３）業務遂行方法の的確性

５　予算上限額

　　10,350千円（消費税を含む）

６　委託期間　

委託契約締結の日から平成23年２月１日

７　留意事項

　　受託者は、契約後、作業工程を記載した業務処理計画書を作成・提出するとともに、委託者（喜茂別町）と打合せ、必要な情報提供を行うなど、業務を適正に行うこと。

また、委託者の指示に対応するとともに、業務の実施に不明な点が生じた場合には、その都度委託者と協議すること。

なお、当該業務の成果品に関して生じる著作権は委託者に帰属します。

